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　町では「町民主役のまちづくり」の観点から、町民の意見・要望を町行政に反映する

ため、多くの町民の意見や要望をお聴かせいただきたく町行政懇談会を開催いたします。

　この機会に皆さまのご意見やご要望をお寄せください。多くの町民のご参加をお待ち

しています。

令和５年度 町行政懇談会開催

みなさんの声をお聴かせください

月 日 時 間 対 象 町 内 会 場 所

11/10
（金）

14:30～16:00 美葉牛・碧水 碧水生きがいセンター

16:30～18:00
西川・板谷・桜岡・和・
和東町・和町・和本町・三谷

公民館

【日時】１１月１３日（月）～１１月１７日（金） 　いずれも午後７時まで
※電話予約必須

【場所】すこやかセンター住民課窓口

●マイナンバーカードの時間外窓口開設のお知らせ

■問い合わせ先：℡３４－２１１１（役場住民課戸籍年金係）

　下記の日程でマイナンバーカード関連手続きの窓口を開設します。事前の電話予約が必要となりま

すのでお間違いのないようお願いします。

※時間外窓口では転入・転居・転出などの住所の移動、印鑑登録、証明書発行業務等は行いませんの

でご注意ください。
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ＪＡきたそらち女性部

北竜支部からタオルの寄贈

北竜消防にて

和保育園児が消防体験

　ＪＡきたそらち女性部北竜支部では、毎年、永楽園

と社会福祉協議会にタオルを寄贈されており、今年も

９月８日に白岡支部長が各施設を訪れ、タオルを寄贈

されました。

　永楽園では東海林園長が、社会福祉協議会では山本

会長が、お礼を述べてタオルを受け取られました。

　９月１３日、北竜消防にてやわら保育園のひまわり

組１０名が参加して「第１６回ちびっ子消防体験会」

が開催されました。

　元気な敬礼であいさつした園児は、消防車の乗車体

験や放水体験を通じて、防火の大切さや消防の仕事を

教わり、体験会終了後には園児一人ひとりに「ちびっ

子消防士認定証」が渡されました。

山尾ハルさんに内閣総理大臣

お祝い状及び記念品の贈呈

　国の老人の日記念事業として、令和５年度中に１００

歳を迎えられる永楽園入所者の山尾ハルさんに、内閣総

理大臣からお祝い状および記念品（銀杯）が贈られました。

　多年にわたり社会の発展に寄与された今日までのご

苦労と長寿をお祝いするもので、９月２０日に役場に

て佐野町長から伝達が行われました。

■自筆証書遺言書保管制度のご案内
　ご自身で作成した遺言書は、法務局で安全・確実に保管することができます。

　法務局に預けておけば、紛失や改ざんを防ぐことができ、本人が亡くなられた場合、ご遺族に通知

することもできます。また、遺言書の内容を証明書として取得し、相続登記手続や金融機関での各種

手続に利用することができます。手続は予約制となっていますので、まずはお問い合わせください。

（旭川地方法務局）

【問い合わせ先】　旭川地方法務局供託課

℡：０１６６－３８－１１６７（平日 ８時３０分～１７時１５分）
（ホームページ）https://houmukyoku.moj.go.jp/asahikawa/category_00015.html

遺言書ほかんガルー
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議会広報委員会Ｎｏ．３８９

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

７
月
27
日

■
調
査
事
項

農
産
物
直
売
所
み
の
り
っ
ち
北
竜

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

継
続
審
議

■
調
査
期
日　

７
月
27
日

■
調
査
事
項

ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
花
状
況
及
び

運
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

展
望
台
に
つ
い

て
、
早
急
に
具
体
的
な
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
い

■
調
査
期
日　

７
月
27
日

■
調
査
事
項

橋
梁
及
び
河
川
改
修
工
事
等
の
施

工
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

10
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
選
挙

を
行
い
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

　
　

高
橋　

康
詞　

氏
（
再
）

　
　

石
橋　

裕
司　

氏
（
再
）

　
　

渡
邊　

俊
成　

氏
（
再
）

　
　

鵜
飼　

孝
志　

氏
（
再
）

○
同
補
充
員

　
　

斎
藤　

克
司　

氏
（
再
）

　
　

川
上　

英
樹　

氏
（
再
）

　
　

四
辻　

光
子　

氏
（
再
）

　
　

松
田　
　

力　

氏
（
再
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の

　

任
命
に
つ
い
て

　
　

垣
原　

智
章　

氏
（
新
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て

　
　

渡
邊　

靖
範　

氏
（
再
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

高
橋　

孝
行　

氏
（
再
）

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
深
川
市
ほ
か
４
町
介
護
認
定
審

査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

○
北
空
知
障
が
い
支
援
区
分
認
定

審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
６
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
・
集
落
排

水
）
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
令

和
４
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
中
村

尚
一
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

委
員
会
報
告

同
意

意
見
書
提
出

原
案
可
決

認
定

選
挙
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９
月
13
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
６
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

尾
﨑
議
員

　

地
域
ぐ
る
み
の
有
機
農
業
の
推

進
を
農
水
省
が
支
援
す
る
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
る
。「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
一
環
で
実

施
計
画
が
認
定
さ
れ
る
と
交
付
金

が
受
け
ら
れ
る
。
農
業
経
営
の
安

定
・
移
住
者
の
獲
得
・
ま
た
各
地

で
目
指
す
有
機
給
食
実
現
に
も
繋

が
る
。

　
「
安
心
・
安
全
な
産
物
」
を
謳
う

北
竜
町
が
北
空
知
で
率
先
し
て
取

り
組
み
を
実
践
し
、
リ
ー
ド
す
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ら
れ
る

か
、
理
事
者
に
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

現
在
化
学
肥
料
価
格
に
お
い
て

も
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有

尾
﨑
議
員

　

地
域
の
公
共
交
通
対
策
に
苦
慮

す
る
中
で
は
あ
る
が
、
中
学
校
５

校
（
秩
父
別
・
沼
田
・
妹
背
牛
・

雨
竜
・
北
竜
）が
合
併
し
た
野
球
部
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
部
活
動
に
お

い
て
、
保
護
者
の
送
迎
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
過
疎
少
子
化
に
悩
む
町

で
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
教
育
の

一
環
で
あ
る
部
活
動
の
保
護
者
送

迎
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策

を
お
願
い
し
た
い
。

有
馬
教
育
長

　

現
在
卓
球
部
を
除
く
野
球
部
・

バ
レ
ー
部
・
吹
奏
楽
部
の
部
活
動

機
質
肥
料
へ
の
転
換
が
推
進
さ
れ

て
い
る
が
、
有
機
農
業
に
お
け
る

生
産
者
の
負
担
や
生
産
コ
ス
ト
の

割
高
、
収
量
減
少
等
の
課
題
が
あ

り
、
ま
た
消
費
者
に
は
農
用
地
の

景
観
や
生
産
に
係
る
生
活
環
境
へ

の
影
響
や
、
虫
食
い
や
不
揃
い
野

菜
を
選
択
す
る
か
等
、
生
産
か
ら

消
費
ま
で
の
循
環
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
町
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ
い
て
は
、
集

落
等
近
隣
者
の
理
解
、
更
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
す
る
農
業
者

の
意
識
・
意
欲
、
農
業
者
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
前
提
と
な
り
、

そ
こ
に
行
政
の
支
援
を
組
み
合
わ

せ
た
取
り
組
み
が
整
う
中
で
宣
言

が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

が
近
隣
校
と
の
合
同
編
成
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
練
習
場
所
ま
で
の
送

迎
は
本
町
で
の
練
習
日
以
外
は
保

護
者
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
本
町
の
み
な

ら
ず
北
空
知
関
係
市
町
に
お
い
て

も
共
通
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
度
よ
り
北
空
知
圏
振
興
協
議

会
教
育
部
会
に
お
い
て
検
討
事
項

と
し
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
引
き

続
き
生
徒
た
ち
が
活
動
で
き
る
環

境
の
整
備
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

井
口
教
育
課
長

　

過
疎
少
子
化
に
よ
る
活
動
制
限

の
あ
る
公
立
中
学
校
の
部
活
動
に

お
い
て
、
令
和
５
年
か
ら
７
年
ま

で
、
休
日
に
お
け
る
対
策
推
進
期

間
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、

学
校
が
担
っ
て
い
た
業
務
を
段
階

的
に
地
域
に
移
行
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

年
度
内
に
２
回
協
議
が
あ
り
、

地
域
の
受
け
皿
と
な
る
団
体
や
指

導
者
の
確
保
な
ど
大
き
な
共
通
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
部
活
動
送
迎

に
関
し
て
も
大
き
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
た
め
、
協
議
の
提
案
を
し

て
い
く
。

尾
﨑
議
員

　

送
り
は
出
来
な
く
て
も
せ
め
て

迎
え
だ
け
は
週
一
で
も
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
で
き
な
い
か
。
ま
た
は
、

専
用
車
や
運
転
手
付
き
の
送
迎
車

を
長
期
的
に
考
え
準
備
す
る
だ
け

の
予
算
と
し
て
は
如
何
か
。
小
学

校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
各
種
試

合
や
発
表
会
に
十
分
活
躍
出
来
る

と
思
う
の
で
お
願
い
し
た
い
。

有
馬
教
育
長

　

地
域
で
部
活
の
指
導
者
は
あ
る

が
、
送
迎
に
関
し
て
補
助
金
は
つ
い

て
お
ら
ず
、
保
護
者
送
迎
が
基
本
で

あ
る
。
送
迎
が
困
難
な
場
合
は
ハ
イ

ヤ
ー
の
使
用
も
考
え
ら
れ
る
が
予

算
が
必
要
な
た
め
、
教
職
員
や
教
育

委
員
会
職
員
等
も
出
動
す
る
こ
と

も
含
め
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

あ
る
時
代
か
ら
輸
入
さ
れ
た
野

菜
の
安
さ
に
つ
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
生
産
者
に
は
価
格
を
保
証
し
、

消
費
者
に
は
価
値
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
努
力
を
し
、
地
場
産
「
農

業
の
基
本
に
戻
る
」
と
い
う
方
向

を
見
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

佐
野
町
長

　

生
産
者
に
理
解
を
い
た
だ
き
、

農
業
振
興
協
議
会
の
専
門
委
員
と

対
策
を
し
、
有
機
給
食
に
つ
い
て

も
深
川
市
を
含
め
た
給
食
委
員
と

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

尾
﨑
議
員

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

中
学
校
部
活
動
の
送
迎	

に
つ
い
て
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木
村
議
員

　

新
展
望
台
に
つ
い
て
は
、
資
材

高
騰
等
で
建
設
を
延
期
し
て
い
る

が
、
今
後
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

展
望
台
の
建
設
を
考
え
て
い
る
の

か
。
ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
計
画

と
合
わ
せ
て
、
周
辺
の
観
光
資
源

を
有
効
に
活
用
出
来
る
よ
う
年
次

計
画
を
立
て
、
観
光
振
興
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
や
各
施

設
等
と
の
連
携
が
出
来
る
よ
う
に
、

道
路
と
周
辺
の
環
境
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
理
事
者
に
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

新
展
望
台
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

先
行
き
の
見
え
な
い
経
済
状
況
の

中
、
ま
た
、
資
材
高
騰
等
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
良
い
か
検

討
中
で
あ
る
。

　

展
望
台
単
独
で
の
建
設
を
実
施

す
る
場
合
に
は
、
補
助
事
業
等
で

の
効
果
項
目
の
ク
リ
ア
が
難
し
く
、

整
備
す
る
に
は
町
の
単
独
予
算
で

寺
垣
議
員

　

平
成
27
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た

佐
藤
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
展
望
台
に
つ

い
て
は
当
初
の
建
設
費
用
の
高
騰

に
よ
り
、
計
画
自
体
を
見
直
し
検

討
中
と
の
事
で
あ
り
、
今
後
数
年

間
は
期
間
を
要
す
る
と
思
う
が
、

２
年
間
設
置
さ
れ
た
仮
設
展
望
台

で
使
用
さ
れ
た
足
場
で
は
不
十
分

と
思
う
。

　

今
の
仮
設
展
望
台
と
高
さ
は
同

じ
程
度
で
広
さ
は
３
倍
程
度
の
規

模
と
し
、
幼
児
・
高
齢
者
、
特
に

足
の
不
自
由
な
方
、
車
椅
子
で
の

観
覧
車
に
対
応
し
た
緩
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
た
仮
設
展
望
台

を
作
る
べ
き
と
思
う
が
、
提
案
し

て
い
る
仮
設
展
望
台
費
用
は
ど
の

く
ら
い
か
伺
う
。

の
執
行
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
現
在
各
団
体
等
か
ら
、

ベ
ー
ス
が
土
盛
り
で
、
車
椅
子
で

も
乗
降
出
来
る
ス
ロ
ー
プ
の
展
望

台
や
、
飲
食
、
物
販
施
設
と
連
携

し
た
展
望
台
の
提
案
等
が
有
り
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備

計
画
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
や
各
施
設
、
設
備
と
の
連
携
に

よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら

れ
、
有
効
活
用
が
出
来
る
様
な
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
再
配
置
計
画
等
と
共
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

木
村
議
員

　

建
設
費
の
大
幅
な
高
騰
も
あ
る

の
で
、
新
展
望
台
は
高
さ
１
／
３

程
度
、
建
設
費
は
１
／
４
程
度
と

し
、例
え
ば
１
階
は
物
品
等
の
格
納
、

２
階
を
展
望
台
に
し
、
階
段
と
併

せ
て
、
車
椅
子
で
利
用
出
来
る
ス

ロ
ー
プ
付
き
の
設
計
は
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
向
け
て
予
算

北
竜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
想
定
さ

れ
た
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
コ

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
展
望
台
に
つ

い
て
は
、
数
年
前
よ
り
仮
設
で
の

設
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

先
行
き
の
見
え
な
い
経
済
状
況

の
中
、
ま
た
、
資
機
材
の
高
騰
等

に
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計

画
に
あ
る
新
展
望
台
建
設
に
つ
い

て
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
。
従
来
検
討
し
て
き
た

隈
研
吾
事
務
所
の
設
計
の
展
望
台

に
つ
い
て
は
一
旦
白
紙
に
戻
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

　

展
望
部
分
が
今
の
３
倍
程
度
、

車
い
す
で
上
り
下
り
が
で
き
る
土

台
の
ス
ペ
ー
ス
を
、
以
前
全
員
協

議
会
の
中
で
も
話
題
に
上
っ
た
土

盛
タ
イ
プ
の
仕
様
も
含
め
検
討
す

る
と
、
概
算
１
，
５
０
０
万
円
程

で
整
備
で
き
る
と
思
う
が
、
こ
れ

が
良
い
の
か
も
含
め
議
論
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
産
業
課
・
建
設
課

と
一
体
に
な
っ
て
現
場
を
見
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

何
よ
り
も
ひ
ま
わ
り
の
里
に
来

園
し
て
い
た
だ
く
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
満
足
の
で
き
る
も

の
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

措
置
が
出
来
る
よ
う
に
12
月
定
例

会
に
は
方
針
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

町
の
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
て
、

新
展
望
台
に
つ
い
て
は
白
紙
に
戻

し
、
内
部
で
充
分
検
討
し
12
月
定

例
会
に
は
方
針
を
示
し
た
い
。

木
村
議
員

今
後
の
ひ
ま
わ
り
の
里
等
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

寺
垣
議
員

北
竜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

佐
藤
議
員

仮
展
望
台
の
設
置
に
つ
い
て
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中
村
議
員

　

佐
野
町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
２
月
、
当
時
現
職
の
町

長
と
選
挙
戦
を
勝
ち
抜
い
て
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
２
期
を
無
投
票
に
よ
り
当

選
さ
れ
、
間
も
な
く
12
年
を
経
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
３
期
の
実
績
、

成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

佐
野
町
長

　

12
年
間
、
職
員
の
協
力
と
議
員

各
位
の
理
解
に
よ
り
取
り
進
め
て

き
た
。

　

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
は
、
農
産

物
直
売
所
み
の
り
っ
ち
北
竜
・
商

業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
・
保
育
所

の
建
設
等
や
改
善
セ
ン
タ
ー
、
消

防
庁
舎
・
北
竜
温
泉
の
大
改
修
を

行
っ
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
全
国

で
初
め
て
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
対
策
、
地
方
創
生
民
間
企
業
と

の
連
携
に
よ
り
ひ
ま
わ
り
油
の
再

生
を
行
っ
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
で

は
８
年
連
続
３
億
円
を
超
え
て
い

る
。
子
育
て
支
援
で
は
保
育
料
や

学
校
給
食
費
の
無
償
化
等
を
行
い

ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
全
町
設

置
も
さ
れ
た
。
老
朽
化
施
設
の
再

配
置
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
。
次

代
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
観

光
大
使
や
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
の

委
嘱
を
行
い
、
北
竜
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

北
海
道
町
村
会
の
副
会
長
、
空

知
町
村
会
の
会
長
な
ど
も
担
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
体
調
の
こ
と
も
あ
り
、

後
援
会
と
も
相
談
し
来
年
の
町
長

選
に
は
出
馬
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

中
村
議
員

　

数
多
く
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て

き
て
お
り
、
特
筆
さ
れ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
ご
勇
退
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
や

れ
る
と
も
思
い
ま
す
が
、
今
後
、

ど
な
た
か
に
後
継
指
名
を
さ
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

佐
野
町
長

　

後
継
指
名
と
い
う
こ
と
は
特
段

考
え
て
い
な
い
。
次
を
担
う
候
補

者
が
立
起
し
て
ほ
し
い
し
、
複
数

の
場
合
に
は
公
平
に
、
一
人
の
場

合
は
全
力
で
応
援
す
る
。

中
村
議
員

　

12
月
の
定
例
会
も
あ
り
、
２
月

ま
で
任
期
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
当
時
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
。
今
後
の
北
竜

町
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
具

体
的
な
対
策
を
理
事
者
に
伺
う
。

佐
野
町
長

　

令
和
５
年
９
月
１
日
現
在
の
北

竜
町
の
人
口
が
１
，
６
５
５
人
で

あ
り
、
人
口
減
少
が
２
年
ほ
ど
進

ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

一
番
の
要
因
は
、
死
亡
数
が
予

想
を
上
回
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

町
で
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
地
方
創
生
推
進
事
業「
未

来
に
咲
き
誇
る
北
竜
ひ
ま
わ
り
商

社
（
仮
称
）
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
お
い
て
、

○
ひ
ま
わ
り
に
よ
る
観
光
の
強
化

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

○
農
業
及
び
観
光
を
主
軸
と
し
た

雇
用
拡
大
の
促
進

○
雇
用
安
定
化
に
よ
る
婚
姻
促
進

と
出
産

○
子
育
て
へ
の
支
援

○
定
住
生
活
環
境
の
整
備
及
び
移

住○
交
流
促
進
に
向
け
た
自
由
環
境

の
整
備

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
資
源
の

磨
き
上
げ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
よ
る
地
域
観
光
拠
点
や
産
直

施
設
の
収
益
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
人
口
流
出
で
不
足
し
て
い

る
労
働
力
に
つ
い
て
も
新
し
い
働

き
方
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
従
前
よ
り
実
施
し
て
い
る

農
業
後
継
者
対
策
、
商
工
支
援
、
子

育
て
支
援
、
定
住
促
進
事
業
は
継

続
し
て
実
施
し
て
お
り
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

寺
垣
議
員

　

２
０
４
０
年
を
一
つ
の
起
点
と

し
、
そ
れ
に
向
け
て
の
具
体
的
な

方
策
と
し
て
、
基
幹
産
業
の
米
作

り
農
業
、
観
光
が
あ
る
が
、
ど
の

く
ら
い
本
腰
を
入
れ
て
い
く
の
か
、

議
会
・
行
政
・
町
民
の
総
意
が
求

め
ら
れ
、
対
策
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

佐
野
町
長

　
（
一
社
）
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り

研
究
所
に
協
力
頂
き
、
今
年
の
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
期
間
中
に
学
生
を

中
心
に
、
ウ
エ
ル
・
カ
ル
や
住
宅

に
住
み
北
竜
の
田
舎
の
良
さ
に
つ

い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
頂
い
た
。

　

ま
た
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
を
含
め

た
農
作
業
の
研
修
に
入
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
感
想
を
現
在
集
約
し
て

い
る
最
中
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
し
、
よ
り
一
層
農
業
と
ひ
ま

わ
り
観
光
を
充
実
し
た
町
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
村
議
員

佐
野
町
長
３
期
の
実
績
と

評
価
に
つ
い
て

【
10
月
】

６
日
…
岩
見
沢
市
開
庁
百
四
十
年
・

市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
式
典

10
日
…
深
川
市
役
所
新
庁
舎
開
庁

式17
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

20
日
…
北
空
知
監
査
委
員
研
修
会

（
監
査
委
員
）

21
日
…
真
竜
小
学
校
学
習
発
表
会

23
日
…
福
岡
県
東
峰
村
視
察

24
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

25
～
26
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
２
回
総
会

31
日
～
11
月
２
日
…
市
町
村
議
会

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
木
村
議
員
）
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【
11
月
】

５
日
…
札
幌
北
竜
祭

８
～
９
日
…
監
査
委
員
・
補
助
職

員
研
修
会
（
監
査
委
員
）

14
日
…
北
空
知
副
議
長
研
修
会

21
日
…
北
海
道
議
長
会
理
事
会

24
日
…
第
２
回
中
・
北
空
知
廃
棄

物
処
理
広
域
連
合
議
会
定
例
会
、

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
総

会28
～
29
日
…
第
67
回
町
村
議
会
議

長
全
国
大
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

令和５年第３回定例会（会期：９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 寺垣 佐藤 木村 尾﨑 松永 中村 佐々木

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北海道市町村職員退職手当組合規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

深川市ほか４町介護認定審査会共同設置規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知障がい支援区分認定審査会共同設置規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計補正予算（第２号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
１件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

　

小
さ
な
自
治
体
は
、
今
、
大
き
な
時
代

の
う
ね
り
の
中
で
ど
こ
に
着
地
点
を
見
つ

け
出
し
、
何
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
の
か

と
い
う
方
向
性
を
決
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
一

つ
一
つ
丁
寧
に
お
聞
き
き
し
、
北
竜
イ
ズ

ム
に
満
ち
た
政
策
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
な
ん
と
な
く
や
れ
れ
ば
良
い
と

い
う
意
識
で
は
豊
富
に
あ
る
北
竜
の
可
能

性
を
活
か
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

町
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制
で
あ
り
、

共
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
機
関
で
す
。
政
策

提
案
権
は
町
長
に
あ
り
ま
す
が
決
定
権
は

議
会
に
あ
り
ま
す
。
議
員
に
も
自
ら
の
政

策
に
つ
い
て
の
意
見
発
言
権
が
あ
り
ま
す
。

議
員
は
多
人
数
で
す
か
ら
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
多
く
の
意
見
を
聴
く
数
を
有
し
て
い

ま
す
。
ど
う
か
議
員
各
位
に
ご
意
見
を
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
一
月
末
に
予
定
し
て
い
ま
す
町
長

選
挙
に
伴
い
議
会
議
員
の
再
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
北
竜
町
の
未
来
の
た
め
に
、
議

員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
自
分
な
ん
て
、
で
は
な
く
、

一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
佐
々
木 

康
宏
）
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決算審査特別委員会　　（９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 寺垣 佐藤 木村 尾﨑 松永 中村 佐々木

令和４年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計
歳入歳出決算認定について

○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について

○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

決算委員会における質疑の件数
質疑
３件

－
質疑
２件

質疑
９件

質疑
２件

－
質疑
３件

決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

■サンフラワーパーク北竜温泉レストランについて
　令和 3 年度決算審査特別委員会では口頭、令和 5
年度予算審査特別委員会では文書により、レスト
ランの調理人採用を始めとする経営改善について
伝えているが、一向に進展が見られない。
　早急な対応と要望をするとともに、今後、総務
産業常任委員会での調査事項として進めていく。

　温泉のレストラン調理員については、関係企業
等にも人材がいないか聞いているが、見つからな
いため、色々話を聞きながら進めていきたい。
　職員の意識改革も進めていくため、毎月の経営
会議でしっかりと伝えたい。

■地域交通対策について
　地域交通については、滝川北竜線が廃止となり
対応を行っているところであるが、来年 3 月末に
は深川線も廃止となる。
　今後の対応として協議されるとのことだが、北
空知圏による検討のみならず、町独自の対策をお
願いしたい。
　特に中学生の部活動の参加についても、生徒の
減少により広域での活動となっているなか、親の
送迎が原則であると思うが、共働き家庭も多く送
ることが難しくなっている現状を踏まえ、地域公
共交通の活用により保護者負担の軽減に対応して
いただきたい。

　中央バス高速留萌号の滝川～北竜～留萌間につ
いても R6.3 末で廃止の予定である。滝川市を中心
に地域公共交通に係る「特区」の計画もある。運
転者不足の問題もあるため、何ができるかシステ
ムを模索していく。

■しらかば並木公園について
　しらかばの成育状況が悪く、数回にわたり植替
えをしている。専門業者にも相談しているようで
あるが、林業試験場に依頼することも必要なので
はないか。
　名称はしらかば並木公園ではあるが場合によって
は、別な木を植えることを検討してみてはどうか。
　また、町内において林業をしている方にアドバ
イザーとして協力をいただくことも有効であるの
ではないか。

　専門機関にも指導をいただきながら保全に努めたい。



10

今
月
の
行
政
相
談

北竜町地域子育て支援センター
℡３４ー８８０２

○日時　11月15日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園自由開放

ピカピカキッズ
○日時　11月22日(水）9:30～11:00

　場所　すこやかセンター

　内容　保健師講話

（対象：１歳児～）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

11
月
21
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

11/3
 （金）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

11/5
 （日）

深川市立病院 (担当医・ 北竜町

立診療所所長 浦本 幸彦）

℡ 22-1101

きたじま歯科
クリニック
℡ 26-8881

11/12
 （日）

深川市立病院 (担当医・ たかは

し内科消化器内科院長 高橋 公平）

℡ 22-1101

あさひ歯科
クリニック
℡ 0125-22-0033

11/19
 （日）

深川市立病院 (担当医・ 津田こ

どもクリニック院長 津田 尚也）

℡ 22-1101

近藤歯科医院
℡ 35-2538

11/23
 （木）

深川市立病院 (担当医・ みきた

整形外科クリニック院長 三木田 光）

℡ 22-1101

11/26
 （日）

深川市立病院 (担当医・ 町立沼

田厚生クリニック院長 鳥本 勝司）

℡ 22-1101

歌志内ホワイト歯科
クリニック
℡ 0125-42-4618

12/3
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

小西歯科医院
℡ 0124-23-0102

休 日 当 番 医

ちびっこひろば

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
11
・
12
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
11
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
11
月
15
日（
水
）

■
12
月
20
日
（
水
）

※
申
し
込
み
期
限
12
月
15
日（
金
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
２
１
１
１

10
分
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
来
町
し
、
採
血

業
務
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

多
数
の
方
に
、
献
血
に
ご
協
力
頂

け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
月
日
】
11
月
15
日
（
水
）

【
場
所
・
時
間
】

●
役
場
前

　
　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
40
分

●
農
協
事
務
所
前

　
　

午
前
11
時
～
午
前
11
時
40
分

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
も
合
併
処
理
浄
化

槽
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

来
春
に
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
11
月
中

に
建
設
課
上
下
水
道
係
ま
で
お
申

込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
中
に
申
し
込
み
が

な
く
て
も
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

は
可
能
で
す
が
、
ご
希
望
に
添
え

る
時
期
に
設
置
で
き
な
い
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
係

　

℡
３
４
‐
２
１
１
１
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北
空
知
成
年
後
見
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

北
空
知
１
市
４
町
は
、
共
同
で

社
会
福
祉
法
人
深
川
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
、「
北
空
知
成

年
後
見
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

10
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
認
知
症
や
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
に

よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
が
一
人
で
契
約
や
財
産
管
理
を

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
も
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
成
年
後
見
の
相
談
や
利
用
に
つ

い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
成
年
後
見
の
相
談
は
北

竜
町
役
場
住
民
課
福
祉
係
、
北
竜

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
北

竜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
対
応
し

て
お
り
、
今
後
は
「
北
空
知
成
年

後
見
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
空
知
成
年
後
見
相
談
セ
ン
タ
ー

（
深
川
市
３
条
18
番
36
号 

 

深
川
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

　

℡
２
６
‐
２
４
１
１

令
和
５
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

通
年

【
試
験
期
日
】

　

12
月
17
日
（
日
）・
18
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
‐
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

北竜町の事件・事故の発生状況（９月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

暴行 その他 合計

2023年 ０ ０ １ ０ ０ １

2022年 ０ １ ０ １ ２ ４

人 身 事 故 物 損 事 故

2023年 ２ 2023年 34

2022年 ３ 2022年 41

■
運
動
期
間

　

11
月
13
日(

月)

～
22
日(

水)

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ

な
い
」
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
二
日
酔
い
で
の
運
転
も
「
飲
酒

運
転
」
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ

ッ
カ
ー
で
確
認
す
る
な
ど
、
身
体

に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

わ
い
せ
つ
被
害
や
痴
漢
で
悩
ん

で
い
る
方
、相
談
し
た
い
け
れ
ど
、

警
察
署
に
行
き
づ
ら
い
と
迷
っ
て

い
る
方
。
ま
ず
は
「
＃
８
１
０
３

（
ハ
ー
ト
さ
ん
）」
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
※
繋
が
ら
な
い
場
合
は
、

℡
０
１
２
０
‐
７
５
６
‐
３
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
の
更
新
時
講
習
に
つ

い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

の
動
画
視
聴
に
よ
り
受
講
で
き
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
の
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
あ
る
こ
と
、講
習
区
分
が「
優

良
」、
ま
た
は
「
一
般
」
の
方
で

あ
る
こ
と
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
北
海
道
警
察
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
運
転
免
許
試
験
場

℡
０
１
６
６
‐
５
０
‐
３
１
１
０

冬
の
交
通
安
全
運
動
期
間

社
会
に
広
げ
よ
う

　
　
被
害
者
支
援
の
輪

旭
川
運
転
免
許
試
験
場

か
ら
の
お
知
ら
せ
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名
月
や
久
に
会
う
こ
と
奥
ゆ
か
し
　
　
　
　  

　
　
山
本
玲
子

大
刈
田
し
か
と
見
と
ど
け
大
鼾
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

一
言
の
重
み
受
け
止
め
大
南
瓜
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

団
塊
の
世
代
主
役
の
体
育
祭
　
　
　
　
　  

　
　
　
吉
尾
広
子

何
処
の
家
風
が
匂
う
や
焼
き
秋
刀
魚
　
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

連
ド
ラ
で
秋
の
野
草
の
名
を
知
り
ぬ
　
　
　
　 

　 

中
島
雅
子

白
鳥
来
行
き
先
告
げ
ず
去
り
し
友
　
　
　
　
　 

　 

宮
脇
美
和
子

惜
し
ま
れ
つ
住
職
遷
化
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
　 

　 

佐
藤
美
智
子

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

和　
　

加
藤 

和
俊　

氏

  　
　
　
　
　

 

74
歳
（
９
月
20
日
）

　

桜
岡　

林 

宝
俊　

氏

  　
　
　
　
　

 

68
歳
（
９
月
23
日
）

　

碧
水　

畑 

タ
カ　

氏

  　
　
　
　
　

 

85
歳
（
10
月
３
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

碧
水　

  

畑 

一
郎　

様

　
　

静
岡
県  

畑
澤 

亘　

様

　
　

桜
岡　

  

林 

佳
子　

様

■相続登記の義務化が始まります！
　公共事業、復興事業などの土地利用を阻害する所有者不明土地の問題は、相続登記がされない

ことが大きな原因となっています。

　そこで、所有者不明土地の発生予防の観点から、不動産登記法が改正され、令和６年４月１日

から相続登記が義務化されることとなりました。これにより、不動産を所有する方が亡くなられ

た場合、その相続人は、所有権の取得を知った日から３年以内（遺産分割協議の場合は、話し合

いがまとまった日から３年以内）に相続登記の申請をしなければならないこととなりました。

　これは、すでに発生している相続も対象となり、令和６年４月１日から３年以内に相続登記が

必要となりますので、ご注意ください。

（旭川地方法務局）

【問い合わせ先】　旭川地方法務局登記部門

℡：０１６６－３８－１１４６（平日 ８時３０分～１７時１５分）

（ホームページ）https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00343.html

まちの動き
１０月１日現在（前月比）

世帯数　７９１世帯(－３)

 人口 １, ６４６人(－９)

　男　　　７８４人(－４)

　女　　　８６２人(－５)
(外国人含)

　全国のアイヌの方々のための電話相談を行っています。
日常生活でお困りのこと・差別など、何でもご相談ください。

　　　　 ●相談無料　　●匿名可　　●秘密厳守

【相談専用フリーダイヤル】
℡０１２０－７７１－２０８（平日９時～１７時）

※本相談事業は（公財）人権教育啓発推進センターが、

　厚生労働省生活相談充実事業により実施するものです。

■アイヌの方々からの様々なご相談をお受けします



13 令和５年１１月号

　

社会保険料(国民年金保険料)
控除証明書が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

 ● 国民年金保険料は、所得税及び住民税の社会保険料控除の対象になります。

 ● 社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が必要です。

 ● ご家族の方の国民年金保険料を納付した場合も納付された方の申告に加えることができます。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書についての問い合わせは、控除証明書ハガキに記載の電話番号まで。

※ただし、９月下旬から１０月上旬にかけてコンビニエンスストアで保険料を納付された一部の方は、
　１１月中旬に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付する予定です。

■保険料納付と社会保険料(国民年金保険料）控除証明書の送付時期

国民年金保険料の納付 控除証明書の送付

令和５年１月１日～９月３０日までの納付 令和５年１１月上旬

令和５年１０月１日～１２月３１日までに今年初めての納付 令和６年２月上旬

■ 団地名　　　桜岡団地Ｄ棟

■ 種別　　　　特定公共賃貸住宅

■ 所在地　　　北竜町字和３２番地２

■ 構造　　　　木造平屋建

■ 募集戸数　　４戸

■ 住宅面積　　３７．５４㎡（約１１．５坪）

　　　　　　　 ～１ＬＤＫ

■ 月額家賃　　４５，０００円

■ 敷金　　　　家賃の２ヵ月分

■ 入居資格　　①現に住宅に困窮している者

　　　　　　　 ②単身世帯

　　　　　　　 ③一定の所得がある者

　　　　　　　 ④町税を滞納していない者

■ 受付期間　　令和５年１１月１７日（金）まで

■ 申込場所　　役場建設課建築住宅係

■ 住宅設備　　電気温水器設置済、冷暖房設備設置済、ＩＨヒーター設置済

桜岡団地Ｄ棟

※不明な点や詳しいことは役場建設課建築住宅係まで

　お問い合わせ下さい。　（℡：３４－２１１１）
入居者募集
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ウインターブルー

（担当：保健師　田中 望美）

【 第３５回 】

　冬になると、何だか眠くてやる気が出なかったり、些細なことでイライラし辛くなることはありませ

んか。そんな秋から冬におこる気分の落ち込みは季節性情動障害と呼ばれる体の不調のひとつで、『ウ

インターブルー』ともいわれます。

　その原因は、日光を浴びる時間の減少により、脳の心身を安定させるホルモンのバランスが大きく変

化してしまうこと。ウインターブルーは誰にでも起こりうる体調の変化ですが、この不調を放置してお

くと、うつ傾向が強まる可能性もあります。これらの不調に振り回されない予防法について紹介します。

　セロトニンとは、心と体のバランスを整える伝達物質で、喜びや楽しさを感じ活動的に

なるために不可欠なホルモンです。光を浴びたり、運動などで増加するといわれています。

 メラトニンとは、体内時計を規則的に整え、私たちを睡眠へ導くホルモンです。朝、光

を浴びると分泌が止まり、約15時間後に再び分泌され眠くなります。体内時計を崩さず

良眠を得るためにも、朝起床後に光を浴びる習慣が重要です。

この季節ならではの楽しみや趣味をもち、これから到来する寒い冬を乗り切りましょう！

ポイント① 幸せホルモン「セロトニン」を増やそう

ポイント② お休みホルモン「メラトニン」の分泌を正常に

■家族で実践！４つのウインターブルー対策

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● 認知症物忘れ相談

● ヘルシー講座

● 男の料理教室

● 秋の住民健診

● にこにこベビーズ

 13日（月）10:00～12:00　商業活性化施設ココワ研修室

 20日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

 13日（月）13:30～15:00　すこやかセンター

 16日（木）10:30～12:30　公民館調理室

 24日（金）　7:00～　　 　すこやかセンター

 30日（木）10:00～11:30　すこやかセンター

11月の
保健・介護予防

行事

　晴れた日は積極的に日光を

浴び、目に光をいれましょう。

日照が少ない時も、部屋で明

るい照明をつけるなど、人工

的な光でも効果があります。

【①積極的に光を浴びよう】

　運動によりホルモンの分泌

が整います。冬の間も活動量

が落ちないよう、体を動かし

ましょう。

【③軽めの運動を取り入れよう】

　栄養バランスのよい食事

も、メンタルを整えるのに重

要です。特に、大豆製品や魚

肉類、野菜、乳製品など、カ

ルシウムやビタミン類、タンパク質を十分

に摂取することが、精神の安定に効果的です。

【②バランスのよい食事をとろう】

　自分の思いを人に聞いて

もらうだけで、心がすっき

りし、問題が整理されたり

して、苦しさから解放され

ることがあります。

【④誰かと話をしよう】
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　地域おこし協力隊の中野千晶さんと西島保秀さんが、１０

月７日にスイーツ教室を開催しました。６名の小学生が参加し、

色とりどりのフルーツ・ショートケーキを作り上げました。 左：中野千晶さん　右：西島保秀さん

地域おこし協力隊員発信

スイーツ教室を開催 Vol.10

【フルーツ・ショートケーキ】

・卵黄３個＋グラニュー糖…４０g

・卵白３個＋グラニュー糖…５０g

・薄力粉…９０g

・バター…３０g

・冷凍ホイップ…１本

・お好みのフルーツ

■材料（５号：直径１５cm /２～３人分）■作り方

（下準備）

　・バターを溶かす。

　・薄力粉をふるう。

　・オーブンを１８０℃に予熱する。

①  ボールに卵黄とグラニュー糖を入れ泡立てる。

②  別なボールで卵白を泡立て、泡立ってきたら

　  グラニュー糖を２～３回に分けて入れる。

③  ②に①を加え混ぜる。

④  ③に薄力粉を少しずつ加えて切るように混ぜ、溶かしたバターを入れてさらに混ぜる。

⑤  型に④を流し、１８０度のオーブンで２５～３０分焼く。

⑥  冷ましたスポンジを横半分に切る。

⑦  下半分のスポンジにホイップを塗り、その上にフルーツを置き、

　  フルーツの上にさらにホイップを塗り重ねる。

⑧  ⑦に上半分のスポンジを重ね、全体にホイップを塗り、フルーツを飾り付ける。

　  （ホイップとフルーツのデコレーションは、お好みで！）
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中
学
生

短
期
語
学
留
学

　
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
２
年
生
ま
で
に

英
語
検
定
３
級
以
上
を
取
得
し
た
中
学
生

に
対
し
、
北
竜
町
中
学
生
短
期
語
学
留
学
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
中
学
３
年
生
２
名
が
、
８
月
９

日
か
ら
24
日
の
16
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
へ
留
学
し
ま
し
た
。
留
学
を
終

え
た
お
二
人
よ
り
感
想
文
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
生
活
や
文
化
の
違
い
を
体
験
し
、
海
外
に
つ

い
て
の
理
解
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
外
の
方
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
緊
張
せ
ず
た
く
さ
ん
話
し
か
け
る
こ
と
が

で
き
、
留
学
に
行
く
前
と
比
べ
て
た
く
さ
ん
の

成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
２
週
間
を
過
ご
せ
た

の
は
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
り
、
準
備

し
て
下
さ
っ
た
菊
池
先
生
や
教
育
委
員
会
の

方
々
、
そ
し
て
両
親
の
お
か
げ
で
す
。
今
回
の

留
学
で
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

張
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
共
に
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
文
化
を
体
験
で
き
る
か
楽
し
み
で
し
た
。

　

平
日
は
現
地
の
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
現
地
の
子
と
バ
デ
ィ
に
な
り
一
緒
に
授
業

を
受
け
ま
し
た
。
科
目
は
５
教
科
の
他
に
、
環

境
や
農
業
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
現
地
の
学
校

に
通
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
レ
イ

ク
が
あ
る
こ
と
、
み
ん
な
が
と
て
も
自
由
な
こ

と
で
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
レ
イ
ク
は
昼
食
前
の

10
時
ご
ろ
に
あ
る
長
い
休
憩
で
、
こ
の
時
間
は

バ
デ
ィ
や
バ
デ
ィ
の
友
達
と
一
緒
に
お
菓
子
や

購
買
に
売
っ
て
い
る
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
分
け
て

食
べ
た
り
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
違
い
な

ど
を
た
く
さ
ん
話
せ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

休
日
は
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の

友
達
と
色
々
な
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
ビ
ー
チ
に
行
っ
て
海
に

入
っ
た
り
、
ド
ラ
イ
ブ
し
た
り
、
教
会
に
行
く

な
ど
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
特
に
海

辺
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

最
終
日
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と
日
本
か
ら
持
っ

て
行
っ
た
け
ん
玉
と
沖
縄
県
の
指
ハ
ブ
と
い
う

お
も
ち
ゃ
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。
指
ハ
ブ
は

特
に
喜
ん
で
遊
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
感
謝
の
手
紙
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
し
た
時
、と
て
も
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
数
日
し
か
い
ら
れ
な
い
と
思
う
と
ホ
ス
ト

マ
ザ
ー
が
恋
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

思
い
返
す
と
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
濃
い
二
週

間
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
と
は
ど
の
よ
う
に
文

化
が
違
う
の
か
、
周
り
の
風
景
や
空
気
は
ど
ん

な
感
じ
な
の
か
こ
の
体
験
を
通
し
て
た
く
さ
ん

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

て
く
れ
た
り
、
休
日
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

で
た
く
さ
ん
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
ス
ー

パ
ー
で
お
菓
子
を
た
く
さ
ん
買
っ
た
り
、
海
に

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
り
、
毎

日
ペ
ッ
ト
の
犬
の
ラ
ス
テ
ィ
ー
と
散
歩
を
し
た

り
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
し
て
く
れ
て
、
と
て

も
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

平
日
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
に
行
き
、

現
地
の
子
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

む
ず
か
し
い
英
語
ば
か
り
で
あ
ま
り
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
話
が
で
き

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
は
日
本
と
違
い
と

て
も
フ
リ
ー
で
、
個
人
の
個
性
が
た
く
さ
ん
活

か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
地
の
生

徒
と
一
緒
に
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
族
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

動
物
園
で
は
、
ワ
ラ
ビ
ー
や
カ
ン
ガ
ル
ー
に

餌
や
り
を
し
た
り
コ
ア
ラ
を
見
た
り
し
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
し
か
い
な
い
貴
重
な

動
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

他
に
も
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
行
き
、
お
土
産
を

買
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
っ
た
り
、
科

学
館
に
行
き
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
見
た
り

地
震
や
宇
宙
に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
見
た
り
と
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

私
は
留
学
に
行
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ベ
ジ
マ
イ
ト
や
オ
ー

ジ
ー
ビ
ー
フ
な
ど
の
日
本
と
は
違
う
食
べ
物
、

靴
を
脱
が
な
か
っ
た
り
お
風
呂
が
な
か
っ
た
り

　

私
は
８
月
９
日
か
ら
24
日
ま
で
の
16
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
短
期
語
学
留
学
に
行
き
ま

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
初
め
て
の
海
外
で

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
着
い
た
時
に
は
こ

れ
か
ら
何
が
待
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ワ

ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

初
日
は
動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
動
物
園
は
オ
ウ
ム
が
自
由
に
飛
ん
だ

り
カ
ン
ガ
ル
ー
や
ワ
ラ
ビ
ー
が
広
い
芝
生
の
上

を
飛
ん
で
い
た
り
と
日
本
と
比
べ
て
か
な
り
開

放
感
が
あ
り
、と
て
も
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

動
物
園
を
見
学
し
た
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
対
面
し
ま
し
た
。
自
己
紹
介
で
は
と
て
も
緊

　

私
は
、８
月
９
日
か
ら
24
日
ま
で
の
16
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
短
期
語
学
留
学
に
行
き
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
で
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
同
じ
留
学
コ
ー
ス
の
子
達
や
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
優
し
く
し
て
も
ら
い
、
と
て
も
楽

し
い
留
学
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
学
校
が
あ
る
日
は

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
お
い
し
い
お
弁
当
を
作
っ

■
小
菅 

さ
く
ら

■
深
瀬 

虹
心
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初
日
は
あ
ま
り
聞
き
取
れ
ず
戸
惑
い
苦
労
し

た
英
語
の
聞
き
取
り
も
後
半
に
な
る
と
な
ん
と

な
く
頭
で
理
解
で
き
、
会
話
や
身
振
り
手
振
り

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
行
く
前
よ
り
少
し
で
も
自
分
が
成

長
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

　

私
が
こ
ん
な
に
も
楽
し
く
留
学
が
で
き
た
の

は
英
語
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
菊
池
先
生
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
教
育
委
員

会
の
皆
様
、
留
学
先
で
お
世
話
に
な
っ
た
Ｉ
Ｓ

Ａ
（
※
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
留
学
、
国
際
教
育
に

特
化
し
た
教
育
旅
行
の
専
門
会
社
）
の
皆
様
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
両
親
の
お
か
げ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
大
い
に
生
か

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

お世話になったホストファミリー

世界遺産のオペラハウスを見学

美術の授業 オーストラリア伝統のスイーツ作り

みんなで記念撮影 現地の生徒とランチタイム

科学館の宇宙コーナーを見学
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３０１

　

田
ん
ぼ
仕
事
も
ひ
と
段
落
し
て

ゆ
っ
く
り
な
さ
っ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
大
変
な
夏
で
し
た
が
成

果
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

仕
事
と
言
え
ば
こ
の
診
療
所
だ

よ
り
を
書
く
こ
と
も
僕
の
仕
事
の

ひ
と
つ
で
す
。
時
々
「
毎
月
書
く

の
大
変
じ
ゃ
な
い
？
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

書
く
こ
と
は
嫌
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
に
お
話
し
た
い
事
を

不
思
議
に
毎
回
思
い
つ
き
ま
す
。

　

今
月
も
何
を
書
こ
う
か
と
思
案

し
て
い
る
頃
に
題
材
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
締
め
切
り
三
日
前

の
仕
事
中
に
ひ
ど
い
肩
こ
り
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
々
日
に
運

動
を
し
て
い
た
影
響
か
な
？
と
思

い
ま
し
た
が
人
生
で
経
験
し
た
事

の
な
い
程
の
強
い
肩
こ
り
で
す
。

仕
事
を
続
け
る
の
も
難
し
い
く
ら

い
で
し
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
仕

事
を
終
え
る
と
直
ぐ
に
家
に
帰
り

お
風
呂
を
沸
か
し
ま
し
た
。
お
風

呂
で
体
を
温
め
れ
ば
肩
こ
り
な
ら

消
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
確
か
に
湯
船
に
体
を

つ
け
て
し
ば
ら
く
す
る
と
左
肩
の

痛
み
は
和
ら
ぎ
ま
し
た
が
完
全
に

は
消
え
ま
せ
ん
。
翌
日
に
は
症
状

が
明
確
に
な
り
、
肩
こ
り
で
は
な

い
と
確
信
し
ま
し
た
。
細
か
な
症

状
は
省
き
ま
す
が
首
を
後
ろ
に
傾

け
る
と
痛
み
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

　

頚
椎
症
で
す
。

頚
椎
症
性
神
経
根
症
で
す
。

　

首
の
骨
の
変
形
（
骨
棘
）
や
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
で
頸
椎
か
ら

出
て
い
る
神
経
に
障
害
を
も
た
ら

し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　

中
高
年
の
男
性
に
多
い
疾
患
だ

そ
う
で
す
。
中
高
年
か
～
。
い
や

僕
は
違
う
っ
て
言
い
た
い
け
ど
、

ど
真
ん
中
の
中
高
年
だ
も
ん
な
。

　

原
因
は
加
齢
的
変
化
と
い
う
事

で
す
。
何
を
し
た
か
ら
と
か
何
か

を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
さ
そ

う
で
す
。
で
も
因
果
な
も
ん
で
つ

い
原
因
を
自
分
に
持
っ
て
来
た
く

な
り
ま
す
よ
ね
。
運
動
し
過
ぎ
た

ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
？
普
段
の

姿
勢
が
悪
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
か
ろ

う
か
？
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
？
ス
マ

ホ
の
見
過
ぎ
（
人
に
比
べ
り
ゃ
少

な
い
の
で
す
が
）
じ
ゃ
な
か
ろ
う

か
？
な
ん
て
ね
。

　

加
齢
的
変
化
と
言
う
大
雑
把
な

言
い
回
し
を
分
解
す
れ
ば
、
親
か

ら
頂
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
影
響
と
こ
れ

ま
で
の
全
人
生
の
生
活
習
慣
に
よ

る
影
響
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

原
因
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、

訳
知
り
顔
を
気
取
っ
た
と
こ
ろ
で
、

痛
み
が
無
く
な
る
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
深
く
追
求
す
る
の
は
止

め
と
き
ま
し
ょ
う
。

　

頚
椎
症
性
神
経
根
症
の
予
後
は

良
好
の
よ
う
で
す
。
数
か
月
で
自

然
治
癒
す
る
事
が
多
い
そ
う
で
す
。

で
も
手
術
が
必
要
な
症
例
や
症
状

が
残
る
症
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
は
、
首
に
頸
椎
カ
ラ
ー
（
む

ち
打
ち
の
人
が
し
て
い
る
ア
レ
）

を
し
て
痛
み
が
ひ
ど
い
時
は
薬
を

飲
ん
で
耐
え
て
い
ま
す
。
い
つ
か

治
ま
っ
て
く
れ
る
日
が
来
る
と
信

じ
て
待
っ
て
い
ま
す
。

　

同
業
の
友
人
か
ら
「
あ
ち
こ
ち

ガ
タ
が
来
ま
す
が
折
り
合
い
を
つ

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
葉
を

か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
折
り
合
い
を
つ
け
る
」

辞
書
で
調
べ
ま
す
と
、
こ
の
場
合

対
象
は
自
分
の
体
や
年
齢
で
し
ょ

う
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
「
歩
み
寄

る
」「
妥
協
す
る
」「
譲
歩
す
る
」

と
の
事
で
す
。

　

謙
虚
に
な
る
事
な
ん
で
す
ね
。

年
寄
り
は
丸
く
な
る
は
ず
だ
わ
。

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
１１月１５日（水）は午後１時３０分より浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。

お あ

折り合い
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北竜町教育委員会

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

11月 6・13・20・27日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

２日（木）

町民文化祭～３日

公民館
改善センター

 9:00～

ノースドラゴン
ヒーローショー

17:20～

親子映画鑑賞会 18:00～

５日（日）ひまわりPG場クローズ
ひまわり
PG場

６日（月）
北竜町民ラストコール
PG大会

 8:30～

９日（木）ひまわり大学11月講座
公民館
大ホール

10:00～

23日（木）北竜町民卓球大会
公民館

改善センター

 9:00～

26日（日）女性レクリエーション  9:30～

11月の生涯学習カレンダー

　９月２８日に「ひまわり大学」９月講座を公民館

大ホールにて開催しました。

　今回の講座は、増毛町地域おこし協力隊で音楽療

法士の及川沙織氏を講師としてお招きし、「脳いきい

き音楽教室」と題し、ご講演いただきました。

 　講座は、歌を歌いながら身体を動かす等、脳を活

性化をするプログラムを行っていただきました。

ひまわり大学９月講座を開催

　９月１２日に文化公演会を改善センター体育館に

て開催しました。

　今回は、東京より劇団ポプラをお招きし、2.5次元

ミュージカル「海底２万マイル」を公演していただ

きました。公演は、映像と人の動きが融合した新し

い演出方法で、保育園児から大人まで、楽しんで鑑

賞することができました。

文化公演会を開催

レッツゴーパークゴルフ大会・
親子パークゴルフ教室を開催　

　１０月１日に、レッツゴーパークゴルフ大会・親

子パークゴルフ教室（子供遊びリンピック）を開催

しました。

　当日は途中雨が降ってしまいましたが、一般の部

に参加された方は、自分のベストスコア目指してプ

レーを楽しみました。また、親子パークゴルフ教室（子

供遊びリンピック）では、親子で協力し合いながら、

元気いっぱいにレクリェーションを楽しみました。

図書館から新刊のお知らせ
「妖怪温泉」… 広瀬克也

「使いきれない農地活用読本」 … 農山漁村文化協会

「刑事弁護人」… 薬丸岳

他、多数の新刊が入りました。
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父　

一
宮　

渉　
　

さ
ん

母　
　
　

  

弥
生　

さ
ん

一
宮 

瑠る

り莉 

ち
ゃ
ん

令
和
４
年
９
月
24
日
生
ま
れ

三
姉
妹
の
末
っ
子
。

お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
が
大
好
き
。

す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

■接種対象者 ： 生後６か月以上の方

■使用ワクチン ： ファイザー社、またはモデルナ社製 オミクロンＸＢＢ株１価ワクチン

■接種会場・接種時期

　【１２歳以上の方】

　　①北竜町立診療所
　　　９月下旬～１２月中旬まで　※予約状況により接種日を設定します

　　②改善センター体育館
　　　１１月７日～１０日の４日間

　【生後６か月～１１歳以下の方】

　　　深川市津田こどもクリニック、深川市立病院小児科での接種になります。希望される方は、
　　　１２歳以上と同様にお申込ください。

■申込み方法
　電話または住民課窓口にて接種の申込みをしてください。

　接種時期に合わせて、接種の案内と接種券を郵送いたします。

　他の自治体で接種を受ける方は、接種券を送付しますのでご連絡ください。

■その他
　秋開始接種を申し込まれた方は、黄色の接種券を送付します。

　自宅に古い接種券（白、青、桃色）がある場合は、使用できませんので破棄してください。

　北竜町では、９月末より以下のとおり新型コロナワクチン接種を実施しています。

ワクチン接種を受けるには、申込みが必要です。接種を希望される方で申込みがお済みでない方は、

住民課保健指導係（TEL：３４－２１１１）までご連絡ください。

【問い合わせ先】　住民課保健指導係：TEL３４－２１１１／FAX３４－３７６６）

令和５年度秋開始接種のお知らせ

新型コロナワクチン 接種は
無料です


